
  

Ｒ７阿土　大林津乃峰線（羽ノ浦第三橋）　阿南・羽ノ浦　橋梁修繕工事工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

図 示

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

羽ノ浦第三橋補修一般図

F
M

A1 A2

側 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

DL=0.000

L=8.0m　n=3本

(5000)

L=8.0m　n=3本

(5000)

(2150) (850) (2000) (2000) (850) (2150)

市
道
　
羽
ノ
浦
居
内
春
日
野
線

一般県道 大林津乃峰線

至 大林

至 津乃峰

G1

G2

G3

G4

A1
A2

補修項目（本線橋）

対象箇所 対象部位 補　修　工　法

橋面工

上部工

伸縮装置(地覆)

部分塗替え塗装工

支承防錆工

ひびわれ補修工

床版

舗装打替工

止水対策工

防食防水テープ

ビス取替工排水装置 排水管

断面修復工

剥落防止工

ひびわれ補修工
胸壁

断面修復工

ひびわれ補修工

下部工

竪壁

支持金具取替工添架物 支持金具

注記
１．一般図は、竣工図および道路台帳付図を参考に作成。
２．市道は、拡幅されていたため実測結果を反映している。

※
実
測

※
実
測

　　　　断面修復工

　　　　断面修復工

床版：剥落防止工

床版：ひびわれ補修工、断面修復工、剥落防止工、主桁：部分塗替え塗装工

　　　　断面修復工

　　　　断面修復工

床版：ひびわれ補修工、断面修復工、剥落防止工
主桁：部分塗替え塗装工

対象箇所 対象部位 補　修　工　法

橋面工

上部工
支承

支承防錆工

沓座モルタル打替工

剥落防止工床版

舗装打替工

目地補修工

ひびわれ補修工下部工 梁部

補修項目（側道橋）

舗装

縦目地 止水対策工

主桁

支承

舗装

伸縮装置

実施設計図面

▽3.610

至
　
春
日
野

至
　
中
庄

ボルト取替工高欄 笠木

CL

断 面 図 S=1:50

G1
G2

G3
G4

本線橋側道橋

G1 G2

6.0%2.0%

　　　止水対策工 　　　止水対策工

羽ノ浦第三橋補修一般図

101

桁 長　14700

61(50)

244(200) 支間長　14167 244(200)

61(50)桁 長　14655

橋 長　14777

鋼管杭　φ400

▽9.797 ▽9.371

至 津乃峰

至 大林

 6105

鋼管杭　φ400

 6105

2
0
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1
0
08
0
0
4
0
0

8
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4

6
7
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4
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0
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1
0
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4
0
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6
6
7
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8
1
7
9

 2625 1038  2442  2442 1038  2625

61(50)

244(200) 支間長　14167 244(200)

61(50)桁 長　14655

橋 長　14777

1
5
0
0

1
5
0
0

3
x
2
6
0
0
=
7
8
0
0

55°
00′

00.0″

35.5 35.5

橋 長　14771

200 支間長　14399 200

縦目地：止水対策工

幅
員
　
W=8700

幅
員
　
W=4800

主桁：防食防水テープ

主桁：部分塗替え塗装工、防食防水テープ

主桁：防食防水テープ

下部工：ひびわれ補修工

下部工：ひびわれ補修工

支承：支承防錆工

支承：支承防錆工

主桁：防食防水テープ

主桁：部分塗替え塗装工

舗装：舗装打替工

舗装：舗装打替工

伸
縮

装
置

：
目

地
補

修
工

伸
縮

装
置

：
目

地
補

修
工

下部工：ひびわれ補修工

下部工：ひびわれ補修工

舗装：舗装打替工

伸縮装置：止水対策工、目地補修工伸縮装置：止水対策工、目地補修工

主桁：部分塗替え塗装工、防食防水テープ

主桁：部分塗替え塗装工、防食防水テープ
支承：支承防錆工

支承：支承防錆工

横桁：部分塗替え塗装工

伸縮装置：止水対策工 伸縮装置：止水対策工

添架管：支持金具取替工

排水管：ビス取替工

添架管：支持金具取替工

排水管：ビス取替工

支承：支承防錆工、沓座モルタル打替工

3
8
0
0

8
0
0

600 9000 350

9950

アスファルト舗装 t=50mm

コンクリ－ト床版 t=190mm

2
0
0

2
0
0

3x2600=7800

NTT 1条

2000250

2250 10

アスファルト舗装 t=20～60mm

コンクリ－ト床版 t=140mm

400 1500 350

2250 1150 1010

床版：剥落防止工

舗装：舗装打替工

床版：ひびわれ補修工、断面修復工、剥落防止工

舗装：舗装打替工

地覆：ひびわれ補修工 地覆：ひびわれ補修工

床版：ひびわれ補修工、断面修復工、剥落防止工

支承：支承防錆工

主桁：部分塗替え塗装工、防食防水テープ

縦目地：止水対策工

主桁：部分塗替え塗装工（パテ材撤去)

主桁：部分塗替え塗装工（パテ材撤去)

添架管：支持金具取替工

伸縮装置：止水対策工

伸縮装置：目地補修工

高欄：ボルト取替工

施工延長 L=14.8m



Ｒ７阿土　大林津乃峰線（羽ノ浦第三橋）　阿南・羽ノ浦　橋梁修繕工事工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

実施設計図面

1:20 10

補修詳細図(その　)
<主桁補修工>

1 S=1:20

G1桁 G3桁

位 置 図

至 阿南

G1

G2

G3

G4

A1 A2

至 小松島

※上フランジ部パテ材撤去

:防食防水テープ貼付部

G4桁

部分塗替え塗装工

※上フランジ部パテ材撤去

主桁上フランジ部パテ撤去工

2

補修詳細図(その1)

注記)
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い、寸法については必要に応じて変更のこと。
2.使用材料については、発注者と協議の上決定すること。
3.ケレンは、ブラストライカー工法を想定。
4.G1、G4主桁の上フランジの外側においては、パテ材が設置されている。
　撤去した上で塗装塗替えを行うこと。

A1
A2橋台側

A1
A2橋台側

A2
A1橋台側

A2
A1橋台側

A1
A2橋台側

A2
A1橋台側

素地調整

下塗

中塗

下塗

上塗

塗装工程

Rc-I

塗装系

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗　　料　　名

140

170

240

240

 600

-

使用量
（g/m2）

1種

Rc-I塗装系

塗装間隔

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

4時間以内

防食下地

G1 G4

5
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305
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3
0
0

400500

55°
00′

00.0″

G1主桁:部分塗替え塗装工

G3主桁:部分塗替え塗装工

400

500

2
0
0

WEB　500x200x1

9
3

1
0
3

1
4

9
3
9
3

400 99

499

L-FLG　500x103x1

U-FLG　14858x143x1

H 800x300x14x14858(SM50Y) H 800x300x14x14858(SM50Y)

G1主桁:部分塗替え塗装工

V-STIFF　90x200x2

9
0

2
0
0

5
0
2
0
0
5
0

3
0
0

2
6

7
4
8

2
6

8
0
0

199

400 500

2
6

7
4
8

2
6

8
0
0

199

250

250 250

5
0
2
0
0
5
0

3
0
0

400500

779677
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0
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600

H 800x300x14x14858(SM50Y)

400

2
0
0

L-FLG　400x93x1

WEB　400x200x1

U-FLG　14808x143x1

G1主桁:部分塗替え塗装工

V-STIFF　90x200x2

105 105 105 105

9
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2
0
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9
3 1
49
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2
0
0

4
6

9
2
0
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9
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1
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既設炭素繊維シート 既設炭素繊維シート

パテ材撤去 パテ材撤去



Ｒ７阿土　大林津乃峰線（羽ノ浦第三橋）　阿南・羽ノ浦　橋梁修繕工事工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

実施設計図面

1:20 10

補修詳細図(その　)
<主桁補修工>

S=1:20

補修詳細図(その2)

3

G1桁 G2桁

ケレン
浮き錆をワイヤーブラシ等で除去を行い、
水拭きにてホコリやゴミを取り除く。

プライマー塗布
必要量のWAX-TAPE専用プライマーを手で取り出し手で塗布する。
※手袋着用のこと

WAX-TAPE貼付

段差・継ぎ目調整
継ぎ目がなくなるようにしっかりなじませ、
空気だまり・浮き・剥がれがないことを確認する。

WAX-TAPEを防食範囲に施工する。
複雑な形状においては、ハサミやカッターにて
切り込みを入れて空気だまりがないように設置を行う。
ボルト部は押しつけながら貼り、空気だまりがないように設置を行う。

防食防水テープ施工フロー

防食防水テープ詳細図

WAX-TAPE(マイクロクリスタリン)

WAX-TAPE専用プライマー

部位名 面積(m2) 枚数 小計(m2)

WEB 1300 x 100 0.130 1 0.130

L-FLG 900 x 175 0.158 0.158

1.256合計

サイズ(mm)

A1橋台G1主桁

防食テープ　設置数量表

1

2

防食防水テープ設置工

1

1

2

2

3

3

1 - 12 - 2 3 - 3 4 - 4
4

4

5 - 5

2

L-FLG 400 x 169 0.068 0.0683

V-STIFF 90 x 100 0.009 0.0184

0.374小計

WEB 600 x 100 0.060 2 0.120

L-FLG 600 x 189 0.113 2 0.226

A2橋台G1主桁

1

2

V-STIFF 90 x 100 0.009 4 0.0363

0.382小計

1

1

2

WEB 400 x 100 0.040 2 0.080

L-FLG 400 x 0.067 2 0.134

A1橋台G2主桁

1

2

V-STIFF 90 x 100 0.009 4 0.0363

0.250小計

WEB x 100 2

L-FLG x 169 2

A2橋台G2主桁

1

2

V-STIFF 90 x 100 0.009 4 0.0363

小計

400 0.040 0.080

400 0.067 0.134

0.250

169

5

5

位 置 図

至 阿南

G1

G2

G3

G4

A1 A2

至 小松島

注記)
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い、寸法については必要に応じて変更のこと。
2.使用材料については、発注者と協議の上決定すること。

A1
A2橋台側

A1
A2橋台側

A2
A1橋台側

A2
A1橋台側
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側道橋下部工

65 335 500 400

1300

2層目

1層目鋼材

1
4
3 3
2

1
7
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1
0
0

400 900

1300

WEB　1300x100x1

L-FLG　900x175x1

L-FLG　400x169x1
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300 側道橋下部工

143 32
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G1主桁:防食防水テープ設置工 G1主桁:防食防水テープ設置工

G2主桁:防食防水テープ設置工 G2主桁:防食防水テープ設置工



Ｒ７阿土　大林津乃峰線（羽ノ浦第三橋）　阿南・羽ノ浦　橋梁修繕工事工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

実施設計図面

補修詳細図(その3)

1:50 10

補修詳細図(その　)

4

3

A1 A2

W=0.2
L=300

W=0.2
L=800

W=0.2
L=300 W=0.2

L=500

W=0.2
L=200

W=0.2
L=400

W=0.2
L=200

S=1:50

0.20

0.30

0.80

0.30

0.80

0.50a-6

0.20a-7

0.40a-8

3.50合 計

1 - 1

W=0.5
L=800

CL

G1
G2

G3
G4

本線橋側道橋

G1 G2

6.0%2.0%

断面修復工(a)

:断面修復工(a)

断面修復工(a)

番号

D1

幅
(m)

0.10

合計

長さ
(m)

0.20

面積
(m2)

0.02

0.02

厚さ
(mm)

0.05

体積
(m3)

0.001

0.001

(200x100)

:橋面舗装打替工(橋面防水工)

11

:導水パイプ

A=126.5m2

L=14.0m

L=14.0m

L=14.0m

L=14.0m

:止水対策工

止水対策工（シリコンパッチシール)

<橋面補修工：車道部>

平 面 図

(エポキシ樹脂注入材 3種)

ひびわれ注入工(a)

(300mm Pich)

ひびわれ注入工（地覆）

a-1

延長

(m)
箇所

a-2

a-3

a-4

a-5

:ひびわれ注入工(a)

コンクリート

(ポリマーセメントモルタル)

断 面 図

※1.ひびわれ補修工は下記とする。

　  0.2mm≦t＜1.0mm　　　　　　 ：ひびわれ注入工

　  t≧1.0mmまたは遊離石灰を伴う：ひびわれ充填工

舗装打替詳細図

 
　

目
地

材
　

 
(
目

地
テ

ー
プ

)

(塗膜系防水 アスファルト加熱型)

(再生密粒度アスコン TOP13mm)

車　道　部

樹脂系

S=1:5

注記)
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い、寸法については必要に応じて変更のこと。
2.使用材料については、発注者と協議の上決定すること。

品　　名 単 位 A1地覆

0.650

合 計

1.300

備　　考

止水対策工材料表（同等品）

m W300xL1000x2シリコーンパッチシール

A2地覆

0.650

至 小松島 至 阿南

a-2

a-3

a-5
a-6

a-7

a-8

a-1

a-4

8
0
0

600 9000 350

9950

アスファルト舗装 t=50mm

コンクリ－ト床版 t=190mm

2
0
0

2
0
0

3x2600=7800

添架管 1条

2000250

2250 10

400 1500 350

2250 1150 1010

(
5
c
m
程

度
を

想
定

)

1
0
m
m
程

度

1
0
m
m
程

度

本
線

橋
側

道
橋

D1

橋面舗装打替工(橋面防水工)

ひびわれ注入工

橋面舗装打替工(橋面防水工)

導水パイプ　φ20（樹脂製）

区画線工　黄色実線　W=15cm

区画線工　白色実線　W=15cm

区画線工　白色実線　W=15cm

1
0
0

ひびわれ注入工

止水対策工（シリコンパッチシール)

止水対策工（シリコンパッチシール)

注入材注入

注入座金

エポキシ樹脂にて接着

ひびわれ注入用インジェクター

下地処理

カッター工

プライマー塗布

断面修復材

橋面防水工

アスファルト舗装 t=50mm

導水パイプφ20

5
0



Ｒ７阿土　大林津乃峰線（羽ノ浦第三橋）　阿南・羽ノ浦　橋梁修繕工事工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

実施設計図面

補修詳細図(その4)

1:50 10

補修詳細図(その　)

5

4

断 面 図
本線橋側道橋

(チッピング t=10mm)
※端部立ち上げ、舗装止めとして

300

S=1:20

2.0%

G1 G2

支持金具（サドル)　N=1箇所

A1 A2

S=1:50

:既設舗装撤去

:導水パイプ

L=14.8m

A=30.5m2

:止水壁設置工（無収縮モルタル打設)

:橋面舗装工(橋面防水工)

:止水対策工

A=28.9m2

L=0.65ｍ
L=0.65ｍ

<橋面補修工：側道部>

平 面 図

舗装打替詳細図

 
　

目
地

材
　

 
(
目

地
テ

ー
プ

)

(塗膜系防水 アスファルト加熱型)

(再生密粒度アスコン TOP13mm)

側　道　部

樹脂系

S=1:5端部止水壁詳細図 S=1:5S=1:5

箇所数: 1箇所

床版水抜工詳細図

工程表

工程順

3

4

1

2

に応じ、上から押して凹まないように、きつく

間隙、重ね等のすきま箇所については必要

埋め込む。スポンジ状のバックアップ材は、

設置箇所の幅の約2倍のものを、半分に圧縮

して埋め込むようにする。

バックアップ材

事前に、硬化剤の袋の上から、指で押して

みて、粒状になっていないかを確認。

粒状になっていたら、事前に50℃程度の温水

につけて、溶かしておくこと。

材料は残らないように十分に混ぜ合わせる。

目地間隙等、

すきま箇所の処理

ＳＭシール材充填 主剤、硬化剤、添加剤

工程 使用材料 用途・備考

下地清掃処理

原液塗布(塗布量100～200ml/m2）

塗り残しがないように均一に塗布する。
プライマー塗布 SMプライマー

錆、付着物、汚れ及び旧塗膜劣化部除去

養生テープ、シート養生
養生テープ、養生シート

表面保護 砂（珪砂5号推奨）または石粉

養生テープはずし
シール材塗布面に養生材料が付着しないよ

うに、慎重に外すこと。

5

6

材料の充填後,表面に散布する。

7 開放
（硬化時間は気温により変動する）

充填完了から1～3時間経過後、開放。

SMジョイント プライマー

幅 厚さ 延長 バックアップ材SMシール材 1液ウレタン系

（特殊弾性樹脂材） プライマー
地点

(mm) (mm) (m) (L) (mL) (m)

30 4.88

目地補修工材料表（同等品）

合計 4.88 4.88

地覆

歩道

20 4.88

4.52

20 0.36   0.2     2

50   6.8

  7.0

  68

  70
本線橋地覆

側道橋床版

W=300mm

導水パイプ

アスファルト舗装

 削孔φ100x50 

1

2

φ42.7 x 130

φ34.0 x 35　(φ60ｘ2.3ｔ）本体構成部品

本体構成部品

ゴムパッキン

吊 り　金　具

部　材　名

床版水抜工材料表（同等品）

目詰り防止フィルタ－

鋼管

普通鉄板

スプリングフィルタ－（SUS304）

鋼管

寸　　　法 備　　　　　考

2

1

40.0ｘ80 樹脂製3本体構成部品

樹脂フレキシブルチューブ 外径φ25 樹脂製

3

外径φ25　樹脂製

注記)
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い、寸法については必要に応じて変更のこと。
2.使用材料については、発注者と協議の上決定すること。
3.目地取替工については、既設目地材を撤去し遊間の上も舗装を行った後、目地部分の舗装を除去し設置すること。
4.床版水抜き工にあたっては、鉄筋探査を行った上で実施すること。ビルドアップの鉄筋に留意すること。

品　　名 単 位 縦目地

15.500

合 計

15.500

備　　考

止水対策工材料表（同等品）

m W300xL1000x17シリコーンパッチシール

目地補修工詳細図 S=1:2

バックアップ材

プライマー塗布

原液塗布(塗布量100～200ml/m2）

525

600

2000250

2250 10

無収縮モルタル打設

100

3
0

舗装打ち替え工、橋面防水工

止水対策工（シリコンパッチシール)

床版水抜き工

2
0
0

アスファルト舗装 t=20～60mm

コンクリ－ト床版 t=140mm

目地補修工

6
5

2
0

2
5

フレキシブルチューブ　L=2.5m

止水対策工（シリコンパッチシール)

450

至 小松島 至 阿南

7
7
5

導水パイプ　φ10（樹脂製）

床版水抜き工

既設舗装撤去

止水対策工　L=15.5m

橋面舗装工(橋面防水工)

目
地
補
修
工

目
地
補
修
工

止水対策工（シリコンパッチシール)
止水対策工（シリコンパッチシール)

舗装止工

橋面防水工

アスファルト舗装 t=20～60mm

導水パイプφ10

2
0
o
r
6
0

チッピング　t=10mm

100 無収縮モルタル

3
1

止水対策工（シリコンパッチシール)

5
0

φ100

φ50

 エポキシ樹脂充填 

 削孔φ50x90 ゴムパッキン

吊り金具

床
版

厚
(
1
4
0
)

40

5
3

2
7

8
0

樹脂フレキシブルチューブ

特殊弾性樹脂材

30

2
0
～

6
5



Ｒ７阿土　大林津乃峰線（羽ノ浦第三橋）　阿南・羽ノ浦　橋梁修繕工事工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

実施設計図面

補修詳細図(その5)

1:50 10

補修詳細図(その　)

6

5

:剥落防止工

コンクリート

鉄筋露出部

(亜硝酸リチウム含有
ポリマーセメントモルタル)

:ひびわれ注入工(a)

(エポキシ樹脂注入材 3種)

ひびわれ注入工(a)

(300mm Pich)

ひびわれ注入工（床版）

a-1

延長

(m)
箇所

平 面 図

剥落防止工

面積

(m2)

箇所

合 計

G1

G2

G3

G4

400x250

W=0.2
L=0.8

100x100

100x100

300x200 300x200 300x200

:断面修復工(b)

断面修復工(b)

0.80

0.80a-2

A2A1

G1

G2

半
田
川

<床版補修工>

S=1:50

W=0.25
L=0.8

0.90a-3

W=0.2
L=0.8

W=0.2
L=0.9

0.80a-4

3.30合 計

本線橋

G1側張り出し床版 13.9

4.1

3.7

G1側張り出し地覆

70.2

17.3G1-G2間

6.7G2側張り出し床版

側道橋

G1側張り出し床版

300x250

断面修復工(b)

番号

b-1

幅
(m)

0.10

合計

長さ
(m)

0.10

面積
(m2)

0.01

0.38

厚さ
(mm)

0.05

体積
(m3)

0.001

0.020

標準塗布量0.1kg/m2

標準塗布量1.2kg/m2

剥落防止工参考図

コンクリート

プライマー塗布工

下地処理工

工程 材料の種類 標準塗布量 施工間隔(目安)

溶剤型アクリルシリコーン樹脂

補強層塗布工 無溶剤形ウレア樹脂

施工方法

0.1kg/m2

1.2kg/m2

ローラー・刷毛等

コテ等 ―

20分～
※1

※2

※1：塗装回数は1回。※2：塗装回数は1～2回。

―― ――

剥落防止工数量表（同等品）

b-2 0.10 0.10 0.01 0.05 0.001

A=13.6m2

A=13.9m2

A=6.7m2 A=17.3m2 A=3.7m2

b-3 0.30 0.25 0.08 0.05 0.004

b-4 0.30 0.20 0.06 0.05 0.003

b-5

b-6 0.05

b-7 0.40 0.25 0.10 0.05 0.005

※表示以下の小数点は切り上げ

0.30 0.20 0.06 0.05 0.003

0.30 0.20 0.06 0.003

CL

G1
G2

G3
G4

本線橋側道橋

G1 G2

6.0%2.0%

L
=
1
4
.
7
m

L
=
1
4
.
7
m

L
=
1
4
.
7
m

13.6G4側張り出し床版

6.5G4側張り出し地覆

4.4G1側張り出し地覆

注記)
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い、寸法については必要に応じて変更のこと。
2.使用材料については、発注者と協議の上決定すること。
3.本線橋張り出し床版部の剥落防止工においては、前述した主桁上フランジのパテ材を撤去の上実施すること。

下地処理

カッター工

鉄筋防錆材塗布
プライマー塗布

断面修復材

注入材注入

注入座金

エポキシ樹脂にて接着

ひびわれ注入用インジェクター

至 小松島 至 阿南

55°
00′

00.0″

b-7

a-2

b-1

b-2

b-4 b-5 b-6

(
5
c
m
程

度
を

想
定

)

1
0
m
m
程

度

1
0
m
m
程

度

a-1

a-4

a-3

1
0
1
0

2
6
0
0

2
6
0
0

2
6
0
0

1
1
5
0

9
9
6
0

1
0 3
5
0

1
5
0
0

4
0
0

2
2
5
0

b-3

下地処理工

プライマー塗布工（溶剤型アクリルシリコーン樹脂）

補強層塗布工（無溶剤形ウレア樹脂）

剥落防止工

剥落防止工

剥落防止工 剥落防止工 剥落防止工

本
線

橋
側

道
橋

8
0
0

600 9000 350

9950

アスファルト舗装 t=50mm

コンクリ－ト床版 t=190mm

2
0
0

2
0
0

3x2600=7800

NTT 1条

2000250

2250 10

アスファルト舗装 t=20～60mm

コンクリ－ト床版 t=140mm

400 1500 350

2250 1150 1010

3
0
0

4
4
0

2
8
0

剥落防止工

ひびわれ補修工、断面修復工、剥落防止工 ひびわれ補修工、断面修復工、剥落防止工



Ｒ７阿土　大林津乃峰線（羽ノ浦第三橋）　阿南・羽ノ浦　橋梁修繕工事工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

実施設計図面

補修詳細図(その6)

1:50 10

補修詳細図(その　)

7

6

(エポキシ樹脂注入材 1種)

(300mm Pich)

延長

(m)
箇所

延長

(m)
箇所

b-3

b-4

b-5

b-6

b-7

:ひびわれ注入工(b)

延長

(m)

箇所

:ひびわれ充填工

<下部工補修工>

S=1:50

W=0.6
L=2400

W=0.7
L=3500

W=10
L=3400

W=0.8
L=3200

W=0.6
L=2600

W=0.2
L=1500

W=0.2
L=1200

W=0.2
L=500

W=0.3
L=800

W=0.2
L=900

W=0.2
L=600

W=0.2
L=900

W=10
L=1100

W=0.2
L=600 W=0.2

L=700

W=0.2
L=500

W=10
L=800

正 面 図
(A1橋台)

W=10
L=600

W=10
L=700

W=0.4
L=3400

W=10
L=3600

W=0.25
L=1700

W=0.25
L=1400

正 面 図
(A2橋台)

ひびわれ注入工(b)

b-13

3.50

1.20

2.60

3.20

b-14

b-15

b-16

断面修復材
(ポリマーセメントモルタル)

(10cm程度を想定)

10mm程度

100x100

ひびわれ注入工(b)

b-1 0.50

0.50

0.90

0.60

0.90

0.80

b-2

b-8 0.70

1.50

2.40

0.60

b-9

b-10

1.40

300x400

:断面修復工(c)

断面修復工(c)

番号

b-1

幅
(m)

0.10

合計

長さ
(m)

0.10

面積
(m2)

0.01

0.13

厚さ
(mm)

0.10

体積
(m3)

0.001

0.013

b-2 0.30 0.40 0.12 0.10 0.012

※表示以下の小数点は切り上げ

J-1 0.80

J-2 1.10

計 10.20

J-4 0.60

J-5 0.70

b-11

b-12

J-3 3.40

1.70

3.60J-6

26.4合 計

b-17 3.40

断面修復工(c)

1.使用材料は下記とする。

　上部工：シーラント系

　下部工：ポリマーセメント系

2.Uカットの幅は10mm程度を標準とする。

ひびわれ充填工

コンクリート

注記)
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い、寸法については必要に応じて変更のこと。
2.使用材料については、発注者と協議の上決定すること。

充填工法詳細図

※1.ひびわれ補修工は下記とする。

　  0.2mm≦t＜1.0mm　　　　　　 ：ひびわれ注入工

　  t≧1.0mmまたは遊離石灰を伴う：ひびわれ充填工

注入材注入

注入座金

エポキシ樹脂にて接着

ひびわれ注入用インジェクター

鉄筋防錆材塗布

b-10

b-11

J-3 b-13 b-14

b-9

b-12

b-2

b-3 b-4

b-5

b-6

J-2
b-7

b-8

b-1

J-1

J-4

J-5

b-17 J-6 b-16

b-15 プライマー塗布

カ
ッ

タ
ー

工

下地処理

10mm程度

c-1

c-2

1
0
m
m
程

度

土木補修用充填材



Ｒ７阿土　大林津乃峰線（羽ノ浦第三橋）　阿南・羽ノ浦　橋梁修繕工事工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

実施設計図面

1:10 10

補修詳細図(その　)

支承防錆工

A2橋台

可動支承
(MOVE)

固定支承
(FIX)

- 4

単位:基

A1橋台 4 -

補修箇所

4 4合計

支承防錆工

支承形状図
(本線橋)

正 面 図 側 面 図

平 面 図
支承防錆工

A2橋台

可動支承
(MOVE)

固定支承
(FIX)

- 2

単位:基

A1橋台 2 -

補修箇所

2 2合計

支承形状図
(側道橋)

正 面 図 側 面 図

平 面 図

沓座モルタル打替工
側道橋A2橋台G1桁

正 面 図

平 面 図

凡例

取り壊し範囲

モルタル打設範囲

沓座モルタル打替工

A2橋台

可動支承
(MOVE)

固定支承
(FIX)

- 1

単位:基

A1橋台 0 -

補修箇所

0 1合計

チッピングt=10mm
A=0.077m2

7
<支承補修工>

S=1:10

8

補修詳細図(その7)

ケレン
浮き錆をワイヤーブラシ等で除去を行い、
水拭きにてホコリやゴミを取り除く。

プライマー塗布
必要量のWAX-TAPE専用プライマーを手で取り出し手で塗布する。
※手袋着用のこと

WAX-TAPE貼付

段差・継ぎ目調整
継ぎ目がなくなるようにしっかりなじませ、
空気だまり・浮き・剥がれがないことを確認する。

WAX-TAPEを防食範囲に施工する。
複雑な形状においては、ハサミやカッターにて
切り込みを入れて空気だまりがないように設置を行う。
ボルト部は押しつけながら貼り、空気だまりがないように設置を行う。

防食防水テープ施工フロー

防食防水テープ詳細図

WAX-TAPE(マイクロクリスタリン)

WAX-TAPE専用プライマー
部位名 面積(m2) 枚数 小計(m2)

正面 CAD計測 0.026 2 0.052

側面 0.006 0.012

2.092合計

サイズ(mm)

車道側支承

防食テープ　設置数量表

1

2

平面 0.118 0.1183

0.182小計

側道橋支承

2

1

位 置 図

至 阿南

G1

G2

G3

G4

A1 A2

至 小松島

G1

G2

〃

〃

1.456小計x8

正面 CAD計測 0.021 2 0.042

側面 0.004 0.008

1

2

平面 0.109 0.1093

0.159小計

2

1

〃

〃

0.636小計x4

コンクリート取り壊し
無収縮モルタル

コンクリート取り壊し

2層目

1層目鋼材

190

9
8

55°
00′

00.0″

20 80 220 80 20

420
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8

2
8
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190

9
9

10 80 220 80 10
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5
0

5
0

9
9

支承：支承防錆工

支承：支承防錆工

10 80 220 80 10

400

5
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9
9

沓座モルタル打替工

5
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50 400 50

500
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A=0.026m2 0.006m2

A=0.118m2

A=0.109m2

A=0.021m2 A=0.004m2

チッピングt=10mm
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支承：支承防錆工

支承：支承防錆工
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図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

実施設計図面

1:20 10

補修詳細図(その　)8

排水管ビス取替工

G1

位 置 図

至 阿南

G1

G2

G3

G4

A1 A2

至 小松島

N=2本

新設部材
2-Biss　φ9x20

G4

添架管：支持金具取替工

SBS39サドルベース

アンカー

トラスビス

部　材　名

サドルベース材料表（同等品）

SUS304

寸　　　法 備　　　　　考

M4x6 SUS304

M5x30 SUS304

N=8箇所

N=1本

新設部材
2-BN　M10x30

9

補修詳細図(その8)

注記)
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い、寸法については必要に応じて変更のこと。
2.使用材料については、発注者と協議の上決定すること。

<付属物補修工>

高欄ボルト取替工

S=1:20

S=1:50

55°
00′

00.0″

排水管：ビス取替工

ビス取替工

添架管（照明灯）φ36

添架管：支持金具取替工

添架管：支持金具取替工

高欄：ボルト取替工

200 1150 6x2000=12000 1150 200

14700

高欄：ボルト取替工

笠木撤去再設置



CL

断 面 図 S=1:50

G1
G2

G3
G4

本線橋側道橋

G1 G2

6.0%2.0%

建築限界+余裕高
足場床天端高

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工

建築限界H=4.0m確保

CL

G1
G2

G3
G4

本線橋側道橋

G1 G2

6.0%2.0%

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工

桁端部

シート張り防護工
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事業者名

/
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大林津乃峰線(羽ノ浦第三橋)

図 示

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

阿南市羽ノ浦町宮倉

羽ノ浦第三橋施工計画図

F
M

A1 A2

側 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

L=8.0m　n=3本

▽3.610

(5000)

L=8.0m　n=3本

(5000)

(2150) (850) (2000) (2000) (850) (2150)

市
道
　
羽
ノ
浦
居
内
春
日
野
線

一般県道 大林津乃峰線

至 大林

至 津乃峰

G1

G2

G3

G4

A1
A2

注記
１．一般図は、竣工図および道路台帳付図を参考に作成。
２．市道は、拡幅されていたため実測結果を反映している。

※
実
測

※
実
測

実施設計図面

凡例

吊足場

枠組足場

照明灯

幅
員
 W=6.9m

シート張り防護工

シート張り防護工

建築限界H=4.0m確保

至
　
春
日
野

至
　
中
庄

A=135.5m2

羽ノ浦第三橋施工計画図
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